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モデル蛋白質（500ｍｇ/ｌ）として加水分解を行ったところ、25 ℃、12 時間のUV照射で98.1 ％






メチルオレンジ(MO)を分解に使用した。それぞれの染料溶液(10 mg/ｌ)1200 mlを、800 mlの
固定床光触媒反応器へ連続的に循環させ、25 ℃、10 w/m2 UV 照射の下で循環流速、初期濃度
およびリアクターの繰返し使用時の効率低下度合を検討した結果、最適循環流速は50 ml/min 
となった。5 回目の繰返し使用時には、分解効率は僅か0.32 %に低下した。 
最後に固定床光触媒リアクター(TBIPR)を用いて高いCODの人工廃水の処理に使用した。フタ
ル酸水素カリウム(KHP)をモデル有機物として使用した。KHP(5000 mg/l)の光触媒分解は、50 m





















平成 25 年 6 月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
および最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行っ
た。その結果、審査委員全員によって合格と判断された。  
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
